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★「平和の燈火（あかり）」は、平成 24 年か 

ら毎年３月に開催しており今年で 11 回目。 

市内小・中学生や来場者が書いたメッセー 

ジキャンドルに火を灯して恒久平和を祈る。 

第２回からは市内外の大学生で構成する実 

行委員会が主催で企画・運営している。 

 

★当日は、キャンドルの点火のほか「空間デザイン」と「フードドライブ」を実施する。

空間デザインでは、実行委員らが「平和」をテーマに直径約５メートルのオブジェを

手作りで制作。コロナ禍における「ソーシャ 

ルディスタンス」と「人と人とのつながりの 

大切さ」を表現し、社会の平和を願う。フー 

ドドライブとは、家庭で眠っている食品を持 

ち寄って子ども食堂や福祉施設などに寄付す 

る活動のことで、「食品ロスを減らしたい」と 

いう実行委員の思いにより実現した。当日午 

後１時 30 分～３時 30 分に会場で受け付ける。    ▲オブジェを準備する実行委員。 

 

★「平和の燈火」をもっと広く知ってもらうため、今年初めての取り組みとして「平和

 の燈火新聞」を発行した。２月 25 日発行の第１号は、実行委員の大学生の活動や開

３０００個の燈火
あ か り

に祈る 
３月５日（土）、大学生主催の平和イベント 

◎チラシあり  

 

 

 

 

令和４年（2022 年）３月２日 

恒久平和と新型コロナウイルス感染症収束への願いを込め、約 3000 個のキャンド

ルに火を灯す「平和の燈火（あかり）」を、３月５日（土）午後５時 30 分～７時 30

分にニッペパーク岡東中央で開催する。雨天の場合は６日（日）に順延。感染拡大

防止のため、付箋アートブースや関西外国語大学吹奏楽部による演奏は中止し、キ

ャンドルの数を 2000 個減らすなど規模を縮小して実施する。 

市内外の大学生による実行委員会が企画・運営するもので、第 11 回を迎える今回

は平和をコンセプトにした直径５メートルもの手作りオブジェで空間を彩るととも

に、家庭で使わない食品を集めて施設などに寄付する「フードドライブ」を初開催

する。実行委員長の関西外国語大学３年生・澤来実（さわくるみ）さんは「子ども

からお年寄りまで少しでも平和について考えるきっかけになれば」と話している。 
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 催に向けての思いをＡ４サイズ１枚もので紹介している。今後も不定期で随時発行し

 ていく。 

 

★プレイベントとして、１月 16 日（日）には中央図書館で実行委員が平和をテーマに

した絵本の読み聞かせを行った。絵本を通して平和の大切さについて分かりやすく伝

えることで、子どもたちにも平和について考える機会を提供した。 

 

★市は、「３月１日」を平成元年に「枚方市平和の日」に制定している。市内にあった

旧陸軍の禁野火薬庫が昭和 14 年に大爆発を起こ 

して約 700 人の死傷者を出し、29 年に太平洋の 

ビキニ環礁でアメリカ軍が行った水爆実験に日 

本の漁船「第五福竜丸」が遭遇し乗組員が被ば 

くした日である。「枚方市平和の日」にちなみ、 

３月を平和月間として毎年、戦争の悲惨さと平 

和の大切さを伝えるさまざまな平和事業に取り 

組んでいる。また、市は、昭和 57 年に府内で初 

めて非核平和都市宣言を行っている。 

 

 

＜問い合わせ＞ 

市長公室 人権政策室 ☎:072-841-1259、FAX:072-841-1700 

▲キャンドルカップで描かれた「３．１

枚方市平和の日」。 








